





































































































①宗教は「プロテスタント」教が国教。②羅馬「カドレーキ」教も多い。③希臘「カドレーキ」教、猶太教も信仰されている。④「カリホルニヤ」には仏 の寺もある。⑤信教の自由がある。⑥信仰心は篤い。⑦イギリスも信仰心は篤いが、それ以上である。⑧安息日には店はたいてい戸を閉ざし、 土曜日 午後から商売は半ば行われていない。
国教はプロテスタントだが、ローマ・カトリック教も多いし、ギリシア・カトリッ








そ出てきたものである。この時期、キリスト教はまだ禁制で、各地に禁制の高札が立てられていた。それが日本の日常であった。キリスト 国で仏教寺院がある は信教の自由があるということであり、久米からするとめずらしい現象 っ
⑥の信仰心は篤い、は日本人が無宗教であるという認知から出てきた言葉である。
























である。 「アストル」 書庫についての記述は一行のみ、 また少年 會堂については四行それに比して バイブ 會社の記述は十二行に及び、内容も会社見学の客観的描写ではなく、 「バイブル」について 説明が大半を占める。こう書かれている。
○夫ヨリ「バイブル」會社ニ至ル、 （ 「バイブル」トハ新舊約書ヲ總稱ス）信教の徒


















基となるもの、そして日本を一つにまとめてくれるものである。つまり、西洋における「バイブル」のようなものであるが、 それは日本 はないと断じている。日本の人々の心に浸透しているものという意味では四書がある 男女の別 く尊重し 本という意味では仏典があ が、どちらもバイブルほどには はいない 次のように「バイブル」の果たしている役割を述べてい 。要約する。
神を敬う心は、一心に努力するもとになるものである。また、品行が良いと うの
は治安のよい社会の根源 なるものでもある。 国の富強 これを基盤として培われる。まるで酸素 うなも である。酸素は目には見え いがあらゆるところを満た 、光のもととなる。無味でありながら、時と 苛烈な性質を現すが、人々は片時も酸素なしではいられない。宗教とはこの酸素と同じように人々の行動を支えるものである。外国に行くとその地でまず聞かれる 信仰する宗教 つ である。そ は、宗教が行動規範の根本にあるから 、その人を信頼できるかどうか 判断 るの 信仰を目安にするためだ。 したがって信仰 ない人 野蛮人と見て付き合 こと ない。
　これが久米のバイブルの役割についての考えである。信仰、敬神を、社会での宗教







ブル社はバイブルを広めるために信者が資金を拠出して会社を設立し、一八七二年の時点ですでに三十カ国語に翻訳されていたということである。日本語訳はできていなかったため、 「支那語譯」が使節団の人々にプレゼントされた 「バイブル」の浸透ぶりが、日本にはそれに匹敵するような本がなく、よほどめずらしかったのであろう。これでもかというほど具体的に書いてい 。列挙する 、こう る。 （ 「
　　
」で括っ
たのは注目すべき ） 。・この「経文」は「欧米ノ人」 家 は必ず備え付けられており、また一人一人、必
ず自分のものを持たなくてはならないものとされている。
・そればかりか、半月ほどの旅に出るとき も必ず携行し くて な ない。・中でも女性は、バイブルを貴重であり尊ぶべき本として大切 し いる。経済状況
に応じて選べるように装丁も豪華なものがあり、金箔を施したり宝石をちりばめたりと善美を尽くしている もある。
・貧しい人でも手に入れられる簡素な装丁 本もあ 。・視覚障碍者のための点字の本もある。・商店の客室にも、ホテルの客室に 、一冊ずつ備え付けられている。・刑務所や病院にも置かれており、一人一人に必 手渡して熟読させている。・値段はたいへん廉価で紙代にもならないほどである。これは、教会に積み立ててい
るお金で制作しているためで、その目的は利益を得るためではなく、教えを広めるためにあるのであろう。確かに、 このような本は日本にはない。久米 驚きが詳細な描写から伝わってくる。




続けて、 キリスト教の外的表層が書かれる。 ひと言で久米の観察をまとめると 「奇怪」
である。 「是ニテ奇怪ナラスンハ、何ヲ以テ奇怪トセン」と言う。こう書かれて る。
　




こえる、イエスの磔刑と復活……それは瘋癲の戯言だ。磔にされ血を流しているキリスト像が聖画として欧米の各都市に掲げられているのを見ていると墓場にいるような思いになる……。これは一見悪口を書いているように見える。しかし、そうではない。人が初めて鮮血を流したキリストを見たときショックを受けないはず のだから、正直な感想を述べているにすぎない。なぜな 、続けて書かれ の 以下のようなキリ 教の人々に与えるよい影響だからである。
　
西洋の人々が聖画を掲げるようにと強く勧めるのは、敬神という誠実な心を抱いて
































ている。なぜ、ここまで日本の信者を悪しざまに言うのか。 『 欧回覧実記』が何度も書いたように帰国後書かれたも であることを勘案すると、アメリカ訪問時 いう回覧の初めだったからそう感じたのだという理由は成り立た 帰国は日本の仏教徒より欧米のキリスト教徒 ほうが品行が正しい 考えていたことになる。キリスト教の効用を評価 た。
だからといって久米がキリスト教に帰依するということはなく、ただ、その機能の








































学会雑誌』 （第二編第二十三、 二十四、 二十五号）に三回に分けて発表された論文「神道は祭天の古俗」でも、久米は同じ宗教観を述べているからだ。
印度の人智は早く発達し、六仏出でゝ三世因果の説を始め 二千五百年前に釈迦出






記では源が同じとだけしか書かれ いない。それだけ久米の研究 進んだと見ることができる。「宗教取調べ掛り」は迷惑なことと言いながら、久米は帰国後も宗教への関心を持ち続け研究を推し進めていたということだ。実際 久米 書いた論文には宗教に関するものが多い。また、 『米欧回覧実記』 中にインド訪問の記述がある。書名を見ても明らかなよ













たる視察地は国会議事堂や造幣局、紡績工場、石炭採掘場、兵器工場、造船所等、近代国家建設のための施設が占めている。が、その一方 風光明媚な地として知られるハイランドにも滞在して る。長旅で疲労 見られた岩倉大使の静養のためで、使節団の中でも同行したのは久米を入れて数人にすぎない。
イギリスでのキリスト教に対する記述は、アメリカのものに比して素っ気ない。た





















き添って製作場や諸々の会社を案内 た。移動の汽車でも同じ客室に入り、説明し続けた。パークスと同じ客室には、いつも岩倉大使 副使 木戸、大 保、そして久米が一緒であった。 （他のメンバーは岩倉大使と一緒だと窮屈だからと近寄ら かったという） 。パークスはこんなふう 話した。「日本は西洋の文明、文明と言っているけれども、機械や武器など物質的なものばかりを文明だとして力を入れている。そ した理解ではまだ文明を理解したとは言えない。西洋が隆盛した根本にあるのは宗教で、これ とて 大事なもの 」そういうと、その文明の根本にあるものを教えると言って、彼等を教会に連れて行












































「無宗教」であり、根底に「キリスト教」などの宗教を持っていない日本人が、なぜ人道的視点で事象を見たのか。しかも、そうした視点で書かれた事柄は、日本の近代化に役立つ情報 はない。例えば、黒人がアメ カで奴隷 され理不尽な仕打ちを受けたことは、 日本の近代化とは関係がない。あるいは、 イギリスでの社会事業家 「サー・タイトル」の貧しき人々に対する慈善活動も軽く触れれば済むこと ある。しかし、久米は奴隷制 ついて詳細に歴史的経過を述べ反対で ことを表明し（第十一巻）後者では肝心のアルパカ工場の描写より 報告に力 入れている（第三 五 。
黒人奴隷については明治五年（一八七二）年二月十七日、黒人学校を訪問したとき












































は触れる紙幅がない。ただ、久米が「誤解され 」と述べてい ことのみご紹介しておく。「神道は祭天の古俗」で論じられているのは日本 宗教小史であり、日本人の根底にある宗教心を歴史的事実から照射しようという試みである。久米が注目しているのは、冒頭の「日本は敬神崇仏の国なり」に集約されているように、祈りである。日本人は祈る民であり、祈りが日常の風俗になっているという。つまり祈りが習慣化されているということだ。祈りの習慣化として挙げられているのは四点である。①山王祭や神田祭のように全国各地で毎年行われる大祭。あ いは氏神や天神、稲荷の祭り。現在は都会になっていても、かつての古農村の時代の村区で毎年行われていた祭りが存続している。田舎の村々には氏神があって毎年祭礼が行われる。これらは全国的な風俗である。













































述を中心に観察してきた。このことから明らかになったのは、久米 キリスト教の見方が外面よりその社会的機能にフォーカスされているこ である。それは宗教の本質を捉えていることにほかならない なぜ、そんな捉え方をしたのか。理由は日本にもキリスト教に匹敵する「祈りの習慣」があった 。久米は、日々日本人の行うさまざまな祈りの形態 接していた。仏壇 前での祈りもあれば、太陽を礼拝する人もいる、四方を拝す 人もいれば、上下を拝する人もいる。座って祈 、跪いて祈る……とさまざまな祈りの形を幼 ころか 久米は見ていた。そ は日本人に って特別なことではなく、米欧で「バイブル」が浸透しているの 同様に当たり前のであったろう。
久米は佐賀藩出身であり、父親は長崎聞役を任としていた久米邦郷である。長崎に




君道」 「惟一館開館式に臨み宗教と歴史との関係に就て」 「倫理の改良」 「神籠石は全地球の問題」 「神籠石、石輪及び秦の古俗」……など、久米は宗教に関する論文を何本も書いている。 聖徳太子実録」も聖徳太子伝説はイエス生誕の物語を取り入れているという観点から検証すると 宗教関連論文と言えなくもない。 「久米事件」 のあと、講演に呼ばれた はキリスト教のグループであるし、キリスト教を基盤とした立教大学でも教授を務めている。久米自身は意識していなくても、宗教的視点で物事を観察する習慣があったと考え よい
久米の宗教観は、祈りの習慣化からくるものの見方を基盤としている。祈りはすべ






（1）出発時の人数である。その後、アメリカで二人が合流。そのうちの一人である畠山義成（杉浦弘蔵）は久米と共に筆録に携わった。（2）留学生の中には、のちに津田塾大学を創立した津田梅子（当時八歳）や、久米が近侍として仕えた第十代佐賀藩藩主・鍋島直正の長子・鍋島直大もいた。日本の近代を切り開く人々が使節団とともに海を渡ったのである。（3）正式名称は 『特命全権大使米欧回覧実記』 、 通称 『実記』 と言われるが、 ここでは 『米欧回覧実記』という呼称を用いた。（4）歴史学には、久米のほかに重野安繹 星野恒がいた。（5）久米自身は「余が見たる重野博士」 （ 『歴史地理』第十七巻第三号所収、明治四十四年／『久米邦武歴史著作集
　
第三巻』百二十頁、吉川弘文館、平成二年）
の中で 日前だと書いている。（6）久米と岩倉との縁は佐賀藩時 に遡る。岩倉の子息が佐賀藩に遊学したときそ面倒を見たのが である。また、岩倉は佐賀藩第十代藩主・鍋島直正とも交流があった。 久米は直正の近侍を務めていたから とも会う機会があっ だろう。久米を抜擢した はその力量を知っていたからだと考えてよ 。ただ、久米自身は前掲論文「余が る重野博士」の中で 自分は重野安繹 代わりだったのではないかと推測している。
（7）その後、 ロンドンで新たに「使節紀行纂輯専務心得」を命じられている（一八七二年八月三日） 。このとき恐らく岩倉使節団の見聞記録を公の報告書として刊行しようということが決まったのではないかと考えられる。（8）この な形式の書き方は『米欧回覧実記』の全編にわたり実施されている。特に
　「比較」の視点で西欧と日本を論じるときに多用されている。





































（45）「神道は祭天の古俗」二七一頁。（46）同、二七二～二七三頁（47）同、二七三頁。（48）なお、本論文では、紙幅 関係もあり触れることができなかったが、久米とキリスト教の関係について 山崎渾子氏の 「久米邦武 キリスト教」 （大 保利謙編 『久米邦武の研究』所収、吉川弘文館、平成三年 がある。また井上章氏も『キリス
ト教と日本人』 （講談社、平成一三年）で久米とキリスト教の関係について言及している。いずれも、本論文とは視点を異にしているが、ご参考までにご紹介しておく。
